
 

   
 

 
文 化 財 学 習 会 

 

ふ る さ と 探 訪 
 

テーマ 岡本から川部を歩く 
講 師 川崎 正視（高松市文化財保護協会事務局長） 

日 時 平成３０年３月１１日(日) 
     

 

共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 



 

１ 

岡
本
・
川
部 

 
〇
岡
本
村(

お
か
も
と
む
ら
・
現
岡
本
町)

 
江
戸
期
か
ら
明
治
二
十
三
年(

一
八
九
〇)

は
岡
本
村
で
古
代
で
は
香
川
郡
西
の
中
間
郷
に
属
し
ま
し
た
。 

明
治
二
十
三
年
、
川
岡
村
の
大
字
岡
本
と
な
り
ま
し
た
。 

〇
川
部
村(

か
わ
な
べ
む
ら
・
現
川
部
町)

 

江
戸
期
か
ら
明
治
二
十
三
年
は
川
部
村
で
古
代
で
は
香
川
郡
西
の
河
辺
郷
に
属
し
ま
し
た
。 

明
治
二
十
三
年
、
川
岡
村
の
大
字
川
部
と
な
り
ま
し
た
。 

〇
川
岡
村(

か
わ
お
か
む
ら)

 

明
治
二
十
三
年
川
部
村
と
岡
本
村
が
合
併
し
て
川
岡
村
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
一
年(

一
九
五
六)

川
岡
村
が
高
松
市
に
合
併
し
、
川
部
町
、
岡
本
町
と
な
り
ま
し
た
。 

小
学
校
区
は
川
岡
小
学
校
。 

〇
高
松
琴
平
電
気
鉄
道
㈱
・
こ
と
で
ん
岡
本
駅 

・
大
正
十
五
年(

一
九
二
六)

十
二
月
二
十
一
日 

琴
平
電
鉄
の
栗
林
公
園
～
滝
宮
が
開
通
、
岡
本
駅
開
業 

・
昭
和
二
年 

(

一
九
二
七)

三
月
十
五
日 

 
 

 

滝
宮
～
琴
平
が
開
通 

・
昭
和
二
年
四
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

高
松(

現
在
の
瓦
町)

～
栗
林
公
園
が
開
通 

・昭
和
十
八
年
一
月 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

高
松
琴
平
電
鉄
が
発
足 



 

・
昭
和
二
十
三
年
二
月
十
八
日 

 
 

 

高
松(

現
在
の
瓦
町)

～
片
原
町
が
開
通
。 

・
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日 

片
原
町
～
高
松
築
港(

仮
駅)

が
開
通
。 

・昭
和
三
十
年
九
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

高
松
築
港
・本
駅
に
移
転
。 

 

奈
良
須
池
の
西
岸(

池
の
一
部
も
敷
地)

に
岡
本
駅
が
で
き
た
の
は
、
今
か
ら
九
十
一
年
も
前
で
す
。
琴

電
の
敷
地
の
一
部
は
今
も
小
田
奈
良
須
両
池
土
地
改
良
区
の
所
有
地
が
あ
り
、
奈
良
須
池
の
西
端
の
一
部

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
敷
設
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

開
通
の
経
過
を
見
る
と
、
最
初
の
頃
の
工
事
の
速
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
土
木
機
械
な
ど
が
発

達
し
て
い
な
い
時
代
当
時
の
作
業
の
進
め
方
に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。 

 

※
奈
良
須
池
畔
の
岡
本
駅
近
く
に
昭
和
十
二
年(

一
九
三
七)

に
岡
本
遊
園
地
が
開
設
さ
れ
、
花
火
大
会

や
菊
人
形
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
が
、戦
争
の
拡
大
等
で
昭
和
十
八
年
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。戦
後
、

駅
周
辺
で
は
岡
本
劇
場(

後
に
岡
本
映
画
館)

が
で
き
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年
に
廃
館
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
遊
園
地
跡
に
平
和
劇
場
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
同
じ
頃
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。 

   



 

２ 

旧
金
毘
羅
街
道 

 
高
松
城
下
か
ら
金
毘
羅
さ
ん
を
目
指
す
往
還
。
常
磐
橋
、
円
座
、
岡
本
、
滝
宮
を
経
て
金
毘
羅
宮
へ
向

か
う
金
毘
羅
街
道
が
江
戸
時
代
か
ら
岡
本
を
通
っ
て
い
た
。「
香
川
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書 

第
七
集 

金
毘
羅
街
道Ⅱ

 

高
松
道
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
・
・
・
細
道
に
入
っ
て
二
十
メ
ー
ト
ル
程
進
む
と
道
の
左
側
に
、「
左
高
松
道
」「
右
仏
生
山
道
」「
紀

元
二
千
五
百
六
十
年
」
な
ど
と
刻
ん
だ
、
明
治
三
十
七
年
の
道
標
が
建
っ
て
い
る
。
琴
平
方
面
か
ら
見
る

と
、
直
進
す
れ
ば
高
松
、
右
の
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
小
道
を
進
む
と
仏
生
山
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。・
・
・
こ

の
道
標
を
こ
え
る
と
岡
本
町
で
あ
る
。
岡
本
は
か
つ
て
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
岡
本
か
ら
金
毘

羅
ま
で
は
お
よ
そ
五
里
あ
り
、一
日
で
ち
ょ
う
ど
往
復
で
き
る
距
離
で
、東
讃
か
ら
の
参
拝
者
に
と
っ
て
、

泊
る
の
に
都
合
が
良
い
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
く
の
古
老
に
よ
る
と
、
大
正
の
頃
で
も
宿
が
五
軒
程

あ
り
、
う
ど
ん
屋
、
風
呂
屋
、
商
店
な
ど
が
軒
を
並
べ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
道
標
か
ら
六
十
メ
ー
ト
ル

程
で
、
再
び
国
道
三
二
号
線
と
合
流
す
る
。
国
道
沿
い
に
あ
る
ひ
ょ
う
た
ん
池
の
堤
の
内
側
に
、
道
に
面

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
台
に
乗
っ
た
、
文
化
十
五
年(
一
八
一
八)

の
金
毘
羅
燈
籠
と
小
さ
な
地
蔵
堂
が

並
ん
で
い
る
。・
・
・
こ
の
燈
籠
は
、
も
と
は
今
よ
り
五
メ
ー
ト
ル
程
東
、
つ
ま
り
旧
国
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
。・
・
・
こ
の
燈
籠
は
、
こ
の
あ
た
り
に
「
サ
ン
ヤ
」
と
い
う
宿
が
あ
り
、
そ

こ
を
定
宿
と
し
て
い
た
高
松
鶴
竹
組
講
中
や
十
二
名
の
人
々
が
寄
進
し
て
、
街
道
の
向
か
い
側
に
建
て
た



 

も
の
だ
と
い
う
。
金
毘
羅
さ
ん
の
奉
納
に
際
し
て
、
宿
が
仲
介
の
労
を
と
る
こ
と
は
、
琴
平
町
内
の
宿
で

よ
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
街
道
沿
い
の
宿
で
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。・
・
・
細
道
を
さ

ら
に
六
十
メ
ー
ト
ル
程
進
む
と
、
右
に
折
れ
る
幅
三･

五
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
細
道
に
入
る
。
細
道
を
さ
ら

に
六
十
メ
ー
ト
ル
程
進
む
と
、
地
蔵
堂
を
は
さ
む
よ
う
に
道
が
分
岐
し
て
い
る
。
右
が
街
道
で
、
左
へ
進

む
の
は
山
田
へ
の
道
で
あ
る
。
地
蔵
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、
三
ツ
池
地
蔵
尊
で
あ
る
。
堂
内
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
縁
起
に
よ
る
と
、
高
松
藩
の
一
家
老
の
掌
中
の
玉
と
い
う
べ
き
娘
が
大
病
の
末
亡
く
な
り
、

そ
の
娘
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
地
蔵
を
建
立
す
べ
く
藩
主
に
許
し
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
許
さ
れ
、
藩

内
の
月
参
講
の
協
力
を
得
て
、
こ
こ
に
そ
の
地
蔵
尊
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
台
座
に
は
、「
三
界
萬
霊
」「
右

こ
ん
ひ
ら
道
」「
左
や
ま
だ
道
」
な
ど
と
刻
ま
れ
て
い
る
。」
と
あ
り
ま
す
。 

こ
の
道
は
、
歴
代
高
松
藩
主
が
た
び
た
び
通
っ
た
記
録
が
あ
り
、

「
殿
様
の
道
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

旧
国
道
三
十
二
号
は
、
県
道
と
し
て
開
通
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

道
三
十
二
号
は
、
綾
南
バ
イ
パ
ス
と
し
て
平
成
四
年(

一
九
九
二)

に
暫
定
二
車
線
で
開
通
し
ま
し
た
。 

  

 



 

３ 

水
の
は
な
し 

 
高
松
平
野
の
香
東
川
西
岸
地
区
の
農
業
用
水
の
主
な

水
源
が
こ
の
辺
り(

岡
本
・
川
部
・
香
南)

に
あ
り
ま
す
。 

○
奈
良
須
池(
な
ら
ず
い
け) 

高
松
市
岡
本
町
に
属
し
ま
す
。
南
側
は
綾
川
町
に
隣

接
し
て
い
ま
す
。 

堤
高
十
三
メ
ー
ト
ル
。
堤
長
五
二
〇
メ
ー
ト
ル
。
貯

水
量
一
四
五
万
ト
ン
。
受
益
面
積
四
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
。 

こ
の
池
の
場
所
に
古
く
は
、
上
池
な
ど
四
つ
の
池
が

あ
り
ま
し
た
。
日
照
り
が
続
け
は
干
ば
つ
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
山
崎
村
の
御
蔵
奉
行
・
前
田
与
三
兵
衛

は
四
つ
の
池
を
統
合
し
、
水
源
を
遠
く
の
香
東
川
に
求

め
、
掛
け
井
手
に
よ
る
導
水
を
計
画
し
ま
し
た
。
言
い

伝
え
で
は
、
古
く
か
ら
大
池
築
造
の
計
画
は
さ
れ
ま
し

た
が
完
成
で
き
ず
、「
不
成
」
ナ
ラ
ズ
、
と
呼
ば
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 



 

つ
い
に
、
寛
文
十
年(

一
六
七
〇)

、
前
田
与
三
兵
衛
と
百
姓
た
ち
の
努
力
に
よ
り
自
然
の
岩
山
「
中
山

の
丘
」
を
利
用
し
て
東
西
に
堤
防
を
つ
け
る
奈
良
須
池
が
完
成

し
ま
し
た
。 

そ
れ
ま
で
小
田
池
と
四
つ
の
小
池
に
頼
っ
て
い
た
岡
本
、
川

部
、
山
崎
、
円
座
、
中
間
、
檀
紙
、
飯
田
七
か
村
の
水
掛
り
は

一
躍
水
量
が
倍
加
し
、
下
流
の
中
間
、
檀
紙
、
飯
田
村
で
は
新

田
さ
え
開
か
れ
ま
し
た
。 

池
堤
防
の
嵩
上
げ
補
強
工
事
が
昭
和
五
年(

一
九
三
〇)

と
十

五
年
と
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
岩
崎
橋
南
の
香
東
川
に
設
置

の
一
の
井
堰
か
ら
の
掛
け
井
手
は
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

沿
線
農
民
と
の
水
利
紛
争
が
築
造
か
ら
長
い
間
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

奈
良
須
池
は
、
昭
和
四
十
年
か
ら
昭
和
五
十
二
年
に
か
け
て

施
工
さ
れ
た
大
規
模
老
朽
た
め
池
整
備
事
業
に
よ
り
、
ほ
ぼ
現

在
の
状
態
に
な
り
ま
し
た
。 

 ※
八
反
池
（
別
名 

小
奈
良
須
池
） 



 

 

奈
良
須
池
の
南
で
少
し
上
に
あ
る
小
さ
な
池
。
小
奈
良
須
池
は
、
新
し
い
一
の
井
幹
線
水
路
が
完
成
す

る
前
、
香
東
川
か
ら
奈
良
須
池
と
同
一
水
路
を
経
て
取
水
し
て
い
た
名
残
り
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

○
一
の
井
堰
・
一
の
井
幹
線
水
路
・
本
津
幹
線
水
路 

昭
和
二
十
八
年(

一
九
五
三)

の
内
場
ダ
ム
（
内
場
池
と
も
言
う
）
完
成
に
よ
り
香
東
川
水
系
の
水
事
情

は
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。
内
場
池
の
完
成
を
機
に
、
小
田
池
が
導
水
し
て
い
た
二
の
井
堰
と
奈
良
須
池

が
導
水
し
て
い
た
一
の
井
堰
を
統
合
し
て
一
の
井
堰
に
す
る
と
と
も
に
導
水
路
を
一
本
化
す
る
工
事
が
昭

和
三
十
一
年
に
完
成
し
、
近
代
的
な
六
八
四
三
メ
ー
ト
ル
の
一
の
井
幹
線
水
路
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
延
長
さ
れ
て
御
厩
池
や
衣
掛
池
ま
で
通
水
す
る
本
津
幹
線
水
路
が
昭
和
三
十
八
年
に
完
成

し
、
本
津
川
西
岸
ま
で
香
東
川
、
そ
し
て
後
に
は
香
川
用
水
の
水
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
香
川
用
水
・
東
部
浄
水
場
・
岡
本
配
水
池 



 

昭
和
四
十
八
年(

一
九
七
三)

に
「
高
松
砂
漠
」
と
言
わ
れ
た
旱
魃
（
か
ん
ば
つ
）
に
見
ま
わ
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
香
川
用
水
が
通
水
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
香
川
用
水(

東
部
幹
線)

は
奈
良
須
池
の

す
ぐ
南
側
を
西
か
ら
東
に
走
り
、
池
の
上
方
に
香
川
用
水
奈
良
須
分
水
口
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
池
に

隣
接
し
た
耳
塚
山
南
麓
に
は
香
川
県
東
部
浄
水
場
、
岡
本
配
水
池
も
で

き
て
、
奈
良
須
池
周
辺
は
高
松
市
と
周
辺
地
域
の
上
水
道
、
工
業
用
水

供
給
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 〇
小
田
池(

お
だ
い
け)

  

高
松
市
川
部
町
と
旧
香
南
町
に
ま
た
が
り
ま
す
。 

堤
高
一
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
。
堤
長
一
七
二
一
メ
ー
ト
ル
。
貯
水
量
一

四
二
万
ト
ン
。
受
益
面
積
三
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
。 

小
田
池
は
生
駒
氏
四
代
高
俊
の
と
き
、
西
嶋
八
兵
衛
の
手
に
よ
っ
て
、

寛
永
四
年(

一
六
二
七)

に
七
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

平
野
部
に
築
か
れ
、
周
囲
が
ほ
と
ん
ど
堤
防
の
皿
池
で
す
。 

通
り
か
か
っ
た
奥
方
と
女
中
ス
ワ
を
人
柱
と
し
た
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
「
私
は
奥
様
の
お
供
を
し
て
き
た
だ
け
。
奥
様
よ
り
手
厚
く
祀
っ

て
欲
し
い
。
」
と
の
ス
ワ
の
願
い
を
聞
き
い
れ
て
、
奥
方
は
池
明
神
に
、



 

ス
ワ
は
一
段
と
高
い
諏
訪
山
に
諏
訪
明
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

築
造
当
時
の
詳
し
い
規
模
は
不
明
で
す
が
、
正
保
年
間(

一
六
四
四
～
一
六
四
八)

、
寛
政
年
間(

一
七
八

九
～
一
八
〇
一)

、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
か
ら
十
年
を
か
け
て
増
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。 

か
つ
て
は
、
岩
崎
橋
北
の
香
東
川
・
二
の
井
堰
か
ら
取
水
し
て
い
ま
し
た
が
、
内
場
池
の
築
造(

昭
和
二

十
八
年)

に
伴
い
、
奈
良
須
池
が
引
い
て
い
た
岩
崎
橋
南
の
一
の
井
堰
、
一
の
井
幹
線
水
路
を
改
修
し
て
同

一
水
路(

水
源)

と
し
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
四
年
に
は
、
香
川
用
水(

東
部
幹
線)

の
通
水
を
見
越
し
て
、
下
流
に
弦
打
幹
線(

約
八
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル)

と
中
央
幹
線(
約
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
小
田
池
の
す
ぐ
北
側
を
西

か
ら
東
に
通
る
香
川
用
水(

東
部
幹
線)

へ
の
通
水
は
昭
和
五
十
年
に
な
さ
れ
ま
し
た
。
小
田
池
の
下
手
の

西
側
に
は
香
川
用
水
古
川
分
水
口
、
東
側
に
は
香
川
用
水
弦
打
分
水
口
が
あ
り
ま
す
。
香
川
用
水(

東
部
幹

線)

か
ら
小
田
池
へ
は
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
り
取
水
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、水
事
情
の
改
善
か

ら
現
在
は
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

※
西
嶋
八
兵
衛
に
よ
り
、
香
東
川
の
流
れ
を
堰
き
止
め
、
現
在
の
西
側
に
統
一
し
た
の
は
、
寛
永
十
四 

年
（
一
六
三
七
）
の
こ
と
で
す
。 

 ※
内
場
ダ
ム(

内
場
池
と
も
い
う)

 

旧
香
川
郡
内
の
人
々
が
水
事
情
の
改
善
を
望
ん
で
、
香
東
川
支
流
内
場
川
、
塩
江
・
上
西
に
築
造
し
た



 

ダ
ム
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
着
工
、
長
き
を
経
て
昭
和
二
十
八
年
に
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

香
東
川
下
流
地
域
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

流
域
面
積
二
十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、灌
漑
面
積
四
四
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、貯
水
量
七
二
〇
万
ト
ン
、

直
線
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
、
堤
高
五
十
メ
ー
ト
ル
、
堤
長
一
六
四
メ
ー
ト
ル
、
天
端
幅
三
・
五
メ

ー
ト
ル
。 

 ※
西
部
幹
線
水
利
系
統
・
・
・
別
紙
系
統
図 

内
場
池
に
関
連
し
て
整
備
さ
れ
た
香
東
川
西
岸
の
近
代
的
な
水
路
で
、
一
の
井
幹
線
六
八
四
三
メ
ー
ト

ル
、
弦
打
幹
線
八
四
五
八
メ
ー
ト
ル
、
中
央
幹
線
七
四
六
八
メ
ー
ト
ル
、
奈
良
須
幹
線
九
九
六
メ
ー
ト
ル
、

本
津
幹
線
六
四
九
六
メ
ー
ト
ル
、
総
延
長
三
〇
二
六
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ※
関
係
す
る
水
利
組
織[

水
資
源
の
開
発
と
そ
の
維
持
管
理
を
行
う
組
織]

 

・
内
場
池
土
地
改
良
区 

・
小
田
奈
良
須
両
池
土
地
改
良
区 

・
香
川
用
水
土
地
改
良
区 

  



 

４ 

池
辺
神
社(

い
け
べ
じ
ん
じ
ゃ)

 

 
〇
池
辺
神
社
・
三
十
番
神(

さ
ん
じ
ゅ
う
ば
ん
し
ん)

 

昭
和
五
年(

一
九
三
〇) 

奈
良
須
池
西
堤
防
で
漏
水
が
甚
だ
し
く
、
決
壊
の
恐
れ
が
起
き
た
際
、
関
係
者

一
同
が
奈
良
須
池
北
畔
の
中
山
の
丘
に
あ
っ
た
三
十
番
神
の
前
で
祈
祷
を
し
た
と
こ
ろ
難
を
逃
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
三
十
番
神
は
、
昭
和
十
六
年
に
池
辺
神
社
と
改
め
ら
れ
、
以
後
山
崎
八
幡
神
社
の
末
社
と
し
て
祭

祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
池
辺
神
社
の
堂
宇
が
荒
廃
し
て
き
た
の
で
、
昭
和
五
年
に
難
を
逃
れ
た

歓
喜
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
記
念
塔
を
、
平
成
三
年(

一
九
九
一)

に
借
用
改
築
し
、
旧
神
社
か
ら
三
御

神
体
、
小
田
奈
良
須
両
池
事
務
所
の
先
賢
堂
か
ら
一
御
神
体
を
奉
遷
し
、
岡
本
氏
子
に
よ
り
祭
祀
す
る
現

在
の
池
辺
神
社
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
池
畔
の
境
内
に
一
の
井
幹
線
水
路
の
完
成
を
記
念
す
る
昭
和

三
十
二
年
建
立
の
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。 

※
三
十
番
神
と
は
、
一
か
月
三
十
日
を
毎
日
交
代
し
て
法
華
経
を
守
護
す
る
と
考
え
ら
れ
る
三
十
の

神
々
の
こ
と
。
初
め
天
台
宗
、
後
に
法
華
宗
で
も
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
鎌
倉
・
室
町
期
に
は

特
に
盛
ん
で
し
た
。
近
く
で
は
、
高
松
市
木
太
町
の
夷
に
も
あ
り
ま
す
。 

 〇
真
光
寺(

し
ん
こ
う
じ)

 

・
三
十
番
神(

さ
ん
じ
ゅ
う
ば
ん
し
ん)

 

奈
良
須
池
北
畔
の
中
山
の
丘
に
あ
る
浄
土
真
宗
興
正
寺
派
の
寺
。 



 

当
地
の
豪
族
山
崎
氏
は
岡
本
村
堂
奥
に
あ
っ
た
三
十
番
神
堂
を
、
天
保
十
年(

一
八
三
九)

に
奈
良
須
池

北
畔
の
中
山
の
丘
に
移
し
ま
し
た
。
当
時
の
三
十
番
神
堂
は
神
仏
混
淆
で
あ
っ
た
の
で
、
説
教
所
も
兼
ね

て
い
ま
し
た
。
慶
応
四
年(

一
八
六
八)

の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、
御
神
体
は
翌
年
、
山
崎
に
あ
る
本
堯
寺

に
移
さ
れ
、
社
殿
は
仏
教
各
宗
の
説
教
所
と
な
り
、
や
が
て
真
宗
の
占
有
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
説
教
所
は
昭
和
二
十
一
年(

一
九
四
六)

に
寺
号
を
善
照
山
真
光
寺
と
し
ま
し
た
。[

真
光
寺
の

本
堂
は
旧
岡
本
三
十
番
神
の
拝
殿]  

一
方
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
説
教
所
の
西
側
に
、
三
十
番
神
堂
が
建
立

さ
れ
、昭
和
十
六
年
に
池
辺
神
社
と
改
称
さ
れ
、従
前
の
御
神
体
は
山
崎
の
本
堯
寺
に
撤
収
さ
れ
ま
し
た
。 
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平成２９年３月１１日（日） ふるさと探訪「岡本から川部を歩く」 探訪ルート 

 

 

 

  

①奈良須池 

★集合場所 

ことでん岡本駅 

②小田池 

★集合場所：ことでん岡本駅 

①奈良須池 

②小田池 

③池辺神社 

④真光寺 

⑤旧金毘羅街道 

八反池 

（小奈良須池） 



 

３月１１日（日）復路 

◆ことでん 

◎行き ことでん琴平線（琴電琴平行） 

高松築港駅(8:30)⇒瓦町駅(8:35)⇒ 岡本駅(8:59) 

◎帰り ことでん琴平線（高松築港行） 

岡本駅(12:15)⇒瓦町駅(12:38)⇒高松築港駅(12:43) 

 

次回のふるさと探訪は… 

テ － マ 「鬼無から飯田へ歩く」（予定） 

 と  き 平成３０年４月２２日（日）９：３０～正午頃 

集合場所 ＪＲ鬼無駅 

講   師 川崎 正視 さん（高松市文化財保護協会事務局長） 

参 加 費 無料 

 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」４月１５日号に開催案内を掲載しております。 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうかが御不明な場合、午前７時３０分～開始時間

（９時３０分）までに文化財課（Tel 087-839-2660）でお知

らせします。 

（電話が通じない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりく

ださい。） 

 

 

 
 

最明寺 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

 


